
人

人

％

人

人

％

冊

冊

％

％

％

％

・

・

・

・

・

・

《グラフにおける領域の説明》

13

調査結果に対するコメン
ト、市民の反応等

重要度は横ばいで満足度は少し上昇しています。市民意識調査における生涯学習課への意見は、図書館の新
設を望む声が非常に多い状況です。調査対象でない施策

は、市民の反応等

翌年度(H30年度)の取組目標
図書館の実施事業が児童サービスに片寄っている傾向があるため、課題解決支援型のサービスの実施
を研究し、できることから取り組んでいきます。

満足度

その施策や事業が
必要か否かの検討

が必要
→

見直し
領域

維持
領域 ←

平均値

現状の方向性を継
続

その施策や事業の
存続の検討が必要 → ←

内容等見直し、市
民満足度を高める
事業を行う

二次評価者コメント
検討
領域

強化
領域 役職 教育部長　

4 やや高い

公民館については市民福祉の向上につながるような事業の展開を進めていきた
い。図書館の新設については市民の意見を取り入れながら、着実に取り組んでい
きたい。

基本施策への
貢献度

重要度 氏名 川口　貴大

進行年度(H29年度)の取組内容
（課 題 解 決 状 況）

ご意見の多い図書館の新設については、実現の有無は別として、図書館整備基本構想から取り組んで
いきます。また、優良館の事例を学ぶための研修、視察を積極的に行っていきます。

満足度（%） 2.91 3.00

④ 施策展開
公民館における学習機会の拡大・充実を図ります。

2
＜事業構成の適当性＞
　手段は最適か？

調査年度 H27 H29
⑤ 市民意識調査による施策の重要度・満足度

重要度（%） 3.77 3.77

2 貸館だけに応じている傾向が強い公民館の現場を、戦略を踏まえたうえで講座を組んだり、市
の各施策と連携した取組をもっと増やしていく必要があります。

公民館事業における若年層との交流促進を図ります。

（総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出）

地区公民館とのネットワークを強化し、地区公民館の主体的事業を支援します。

幼少期から本に親しむ活動を推進推進します。

3
＜施策の有効性＞
　指標分析、評価年度･ 中長
期の達成見込みは？

3
生涯学習社会の理念を社会教育によっていかに実現するかという根本に立ち返って、事業や講
座を企画できるかどうかにかかっています。施策の有効性が高いことは他の優良館の事例をみ
れば一目瞭然です。

図書館書籍の充実を図ります。

図書館機能の充実を図ります。

② 対象と目的 　公民館、図書館は、市民にとって最も身近な生涯学習の拠点です。公民館では市民に情報交換の場として気軽
に利用していただき、図書館では豊富な知識や多様な情報を市民に提供する社会教育施設として、利用の場を提
供します。（誰のために、何の

ために） ⑧ 施策の評価

③ 現況と課題 　生涯学習施設である公民館では、文化イベントや各種講座の開催等さまざまな事業を行っています。利用者の
高齢化や趣味趣向の多様化による参加者減少や固定化、事業のマンネリ化などの課題があります。地域の学習拠
点として、すべての市民の生きがいや自己実現を促進する公民館事業を展開していくことが必要です。また図書
館は、本館、日生分館、吉永分館の3館ですが、各館として閲覧室、書庫が狭いことから、広くて蔵書の充実した
図書館が望まれています。

項　　　目 評価
5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）

（総合計画から現在
の問題点を抽出）

1
＜成果指標の妥当性＞
　施策の目的・成果を表現し
ているか？

5
公民館や図書館にたくさん足を運んでいただき、各々の課題解決に役立てていただくお手伝い
をするためには、たくさんの方にご利用いただくという指標が、今の段階では最も妥当だと考
えています。

－ －

⑦ 目標達成に必要な新規事業（裏面 施策構成事務事業以外の事業）及び連携させる他部署の事業

＜備前市総合計画の内容から記載する＞
実施主体 新規に必要な事業・連携が必要な事業 説明・期待される効果

学校教育課 学校図書館運営事業
児童期から本を選ぶ機会を作り、読書習慣を身に付けさせることが
できる。

① 政策の体系
基本構想（大項目） 自己実現政策「生涯学習、歴史、文化」

子育て支援課 次世代育成支援対策事業
幼小期から本を選ぶ機会を作り、読書習慣を身に付けさせることが
できる。

基本計画（中項目） 自分を磨ける・自分を変えられるまち

参
考
指
標
③

公民館講座募集定員の充足率

目標 85.0 85.0

－

85.0

（応募者数/定員）

H28 85.0

実績 88.8 68.0 78.9 H32 85.0

達成率 104.5 80.0 92.8 H34 90.0
ベンチマーク

達成率 71.4 68.6 71.4 H34 3.8
ベンチマーク －

この施策の
平成28年度の

施政方針

　公民館、図書館は、市民にとって最も身近な生涯学習施設であることから、幼児から高齢者まで、幅広い
年齢層に利用していただけるような企画、蔵書に取り組んで参ります。特に、今まで公民館、図書館を利用
したことがない市民の発掘と利用促進にも併せて取り組むよう努めます。

ベンチマーク － －
参
考
指
標
②

1人当たりの貸出数

目標 3.5 3.5 3.5
市民1人当たりの図書貸出冊数（貸出冊
数/人口）

H28 3.5

実績 2.5 2.4 2.5 H32 3.5

28,000 30,000

3館（本館・分館）の利用者数の合計

H28 30,000

実績 20,585 19,834 20,475 H32 30,000

達成率 73.5 70.8 68.3 H34 32,000

90,036 78,662 75,889 H32 100,000

この施策の
アピール
ポイント

公民館、図書館では、生涯学習の拠点として、気軽に来館いただける環境づくりを行っていきます。公民館
では、市民の生きがいや自己実現を促進するための事業を展開するとともに、図書館では生涯を通じて読書
に親しむことのできる環境の整備を行っていきます。

達成率 90.0 78.7 75.9
ベンチマーク － －

H34 110,000

参
考
指
標
①

図書館の利用者数

目標 28,000

100,000 3館の利用者数の合計、備前市民セン
ター、日生市民会館、吉永地域公民館の
利用者含む。

H28 100,000

役職 備前市立図書館長

02-02-07
氏名 高橋清隆

施策に対する成果指標名

このシート作成に要した時間 2.0 時間 成
果
指
標

公民館の利用者数

目標 100,000 100,000

電話 64-1134 H26 H27 H28

実績

備　　前　　市　　施　　策　　評　　価　　シ　　ー　　ト

⑥ 施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）
施　策　名
（小項目）

公民館・図書館機能の充実
コード 作

成
者

単
位

過年度実績 評価年度 成果指標の計算式の説明
ベンチマークの説明

目標値

H29

H27

2.20

2.70

3.20

3.70

3.40 3.90 4.40

満足度

重要度
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施
策

事務事業名
直接事業費

H26

直接事業費

H27

直接事業費

H28
構成比 前年比 人件費H26 人件費H27 人件費H28

人工数

H26

人工数

H27

人工数

H28

7 1 市民センター管理運営事業 42,495 29,986 50,873 32% 170% 10,893 9,268 10,885 1.34人 1.23人 1.57人

7 2 市民会館運営事業 29,522 36,412 15,882 10% 44% 7,676 4,824 11,755 0.86人 0.60人 1.34人

7 3 中央公民館運営事業 2,097 2,755 1,938 1% 70% 15,619 15,756 11,066 1.85人 1.95人 1.53人

7 4 日生地域公民館運営事業 1,677 1,349 1,791 1% 133% 15,619 15,756 11,066 1.85人 1.95人 1.53人

7 5 吉永地域公民館運営事業 8,527 8,275 14,177 9% 171% 14,058 8,144 9,293 2.01人 1.39人 1.19人

7 6 自治公民館等整備事業 4,193 5,433 3,306 2% 61% 1,027 2,252 470 0.11人 0.57人 0.07人

7 7 地区公民館運営事業 44,828 44,274 50,598 32% 114% 5,256 10,082 5,288 0.59人 1.90人 0.69人

7 8 図書館運営事業 13,642 13,724 21,780 14% 159% 9,798 11,773 8,092 1.20人 1.58人 1.74人

7 9 視聴覚ライブラリー 284 131 33 0% 25% 409 148 140 0.04人 0.02人 0.02人

7 市民講座（各公民館決算額に内包） - - - - - - - - -

7 文化祭（各公民館決算額に内包） - - - - - - - - -

7 999 公民館・図書館機能の充実 147,265 142,339 160,378 0.7% 113% 80,355 78,003 68,055 9.85人 11.19人 9.68人
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備前市市民センター設置条例
備前市市民センター設置条例施行規則

問
合
先

生涯学習課（中央公民館）

職・氏名 主査　岡村　巧

担当課（室）

○

廃止・完了
状　況

財
源

その他（ ）

53,388

42,495

千円 1.34人

平成27年度実績

現状継続

2,302

拡充

平成30年度の方向性 ・ 取組目標

・市民センターは、市の行事で大会、催事実施にはなくてはならない施設である。26年度は6万人
弱の利用があったが、28年度は5万人弱の利用にとどまり激減した結果となった。原因を調査する
と、ホールの利用については据え置きであるが、公民館活動を除く会議室や講習室等の小規模な部
屋の貸館が例年の６割から７割の実績となっていた。今後は、利用促進に努める。

整理統合 休止 廃止・完了

このシート作成に要した時間 時間

79.9%

46,841

36,725

6.4%

市民センター管理運営事業
６４－１１３３電　話

01
3.0

公立文化施設が共通の問題を研究し、地方文化の向上を目的とした協議会。

細　事　業　名 事　業　の　説　明

事 業 の 目 的

対　　　象
（誰・何に対して）

単位 平成26年度実績

1.57人

50,87329,986

人    件    費

直 接 事 業 費

42,495,000

平成26年度実績

10,88510,893

58,603

％

千円

単位

単 位 当 た り コ ス ト

年間利用者数

受 益 者 負 担

市 債

対 前 年 比

受 益 者 負 担 比 率

一 般 財 源

事 業 費 計

事 業 開 始 年 度 年　度

60,000

平成27年度平成26年度

60,000

平成28年度 平成29年度目標値

60,000
根拠法令・例規等

29,986,000 50,873,000

備　　前　　市　　事　　務　　事　　業　　評　　価　　シ　　ー　　ト

小項目 施　　策

事 業 の 概 要

02

02

2,529

事 業 の 成 果

昭和５６年～

円

市民センターの年間利用者数

平成27年度実績

640 1,160

59,456

93.6%

繰 入 金

必  要  人  員

事
業
費

事　業　費　等

結
果
指
標

51,284

活 動 コ ス ト

結　果　指　標　名

決
　
算
　
額

国 県 支 出 金

725

結 果 指 標 量

1.23人 9,268

現状継続

平成28年度実績

43,847

3.7%

説明

進行年度（H29年度）の改革改善内容

有
効
性
の
評
価

目 的 達 成 度

市 民 参 画 度

拡充

％

3.9%

－

平成28年度実績

39,254 61,758

2,104

公立文化施設協議会会費

◎

○

効
率
性
の
評
価

コスト削減の努力はしているが、下がる余地は小さい

受益者負担率を見直す余地がある

市 民 ニ ー ズ

成果指標の設定は適切である

受益者負担率は適正である
コ ス ト

手 段

サービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない

現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

事務事業名

目

的

を

達

成

す

る

た

め

実

施

し

た

事

業

成果指標の到達目標値は達成できそうである

成果指標達成率は前年度と比較して向上している

成果指標達成率は80％未満となっている

目　　　的
（何のために）

事業の意図する成果
（どのような状態に

したいのか）

公民館・図書館機能の充実07

市 の 関 与 の

妥 当 性

必 要 性

妥
当
性
の
評
価

市民センター管理運営事業 中央公民館、図書館、視聴覚ライブリー、ホールの複合施設を一括管理

優先度

事 業 の 実 績

総

合

計

画

大項目 基本構想

中項目 基本計画

自己実現政策「生涯学習、歴史、文化」

自分を磨ける・自分を変えられるまち

公民館活動等のグループ活動団体・定期講座の参加者・文化協会や貸館で利用する会社、個人、各種団体等。

市民の文化及び教養の総合的発展、向上のために場所と機会の提供をおこない市民生活と地域を潤いのあるもの
にする。

方　向　性
見直し

事務事業の評価

46,841

事業にはNPO、ボランティア団体等が参画している

見直し

事業開始当初の目的から変化してきている

大勢の個人・団体が利用することにより、地域及び個人が文化的に発展、向上する。

現在の事業を継続しても成果指標の向上は期待できない

単位当たりコストは前年度と比較して改善している

市民・団体等から要望・要請が強い

実施方法（派遣・委託含）を見直すことでコストを下げる余地がある

現在市が実施しているが、実施しなくても市民の日常生活に支障をきたさない

現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である

事務の電子化や事務改善によりコストを下げる余地がある

事業開始当初の目的は、ほぼ達成されている

厳しい財政状況であるが、実施する必要がある

最適な手段を求めて職場内で改善・研修に努めている

取 組 目 標

【平成30年度当初予算要求の方向性】
・平成29年度には、ホールのリミットスイッチ・ファイナルスイッチ類及びスプリンクラー設備の改
修を実施する。30年度以降は、貸館利用が多い部屋の雨漏り修繕、停電用予備電源装置改修、非常放
送設備の更新工事を年次的に実施して、施設の充実を図る。

説　明
【平成２９年度に取り組む改革改善内容】
・減免規定見直し及び今後の消費税増税に向けた料金改定の準備をしていく。

総　合　評　価

○

縮小

C

BＥ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

総合評価

B
法定事務 ・ 内部管理事務　であり成果は求めにくい

縮小 休止

事業について積極的にHPや広報等で情報提供している

整理統合

65,00073.08%

目標値（A）

97.67%

60,000

43,847

達成率（B/A）

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

（平成28年度事業）

妥当性評価

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

法令で義務づけられてないが、実施しなければ大半の市民の日常生活に支障をきたす

C

対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

成　果　指　標　名

　利用人数が増えれば、市民が積極的に文化活動をおこなうと同時に市民間の交流が図られていると考えられる。

事業の内容が一部の受益者に偏っている

有効性評価

効率性評価

市民センター利用人数 58,603

市が実施するよう法令で義務づけられている

78.07%

実績値（B）

成 果 指 標 設 定 の 考 え 方 ・ 式 や 説 明

到達目標値

事業の意図
する成果とつ
ながる成果指
標を設定

事業費や受
益者負担比
率、単位当た
りコストに留
意しながら効
率性を評価

事
業
の
目
的
や
そ
の
数
値
目
標

で
あ
る
成
果
指
標
に
留
意
し
な

Plan

Do

Check

Action

事業の目的、
対象、内容を
考えながら妥
当性を評価
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備　　前　　市　　事　　務　　事　　業　　評　　価　　シ　　ー　　ト

（平成28年度事業）
事 業 の 概 要 事 業 の 成 果

事 業 開 始 年 度 昭和62年度～
根拠法令・例規等

備前市市民センター及び備前市日生
市民会館設置条例

成　果　指　標　名 年　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度目標値
総

合

計

画

大項目 基本構想 02 自己実現政策「生涯学習、歴史、文化」

年間施設利用者

目標値（A） 18,000 19,000 19,000 19,000

中項目 基本計画 02 自分を磨ける・自分を変えられるまち 問
合
先

担当課（室） 生涯学習課 実績値（B） 18,375 19,371 17,160 到達目標値

小項目 施　　策 07 公民館・図書館機能の充実 職・氏名 館長　山口晋作 達成率（B/A） 102.08% 101.95% 90.32% 20,000

事務事業名 02 市民会館運営事業
電　話 ０８６９－７２－１００６ 成 果 指 標 設 定 の 考 え 方 ・ 式 や 説 明

このシート作成に要した時間 2.0 時間
利用人数が増えることは、文化活動やグループ活動を積極的に行い市民間の交流が図られていると考え、市民会館の利用状況
を表す年度ごとの利用者数を成果指標とした。

事 業 の 目 的

対　　　象
（誰・何に対して）

文化活動やグループ活動団体・講座の参加者・貸館で利用する企業、個人、各種団体等
事務事業の評価

目　　　的
（何のために）

文化や教養を高めるための機会や、各種会議、集会等で利用したい人々に場所を提供することを目的とする。

妥
当
性
の
評
価

市 の 関 与 の

妥 当 性

必 要 性

市が実施するよう法令で義務づけられている 妥当性評価

法令で義務づけられてないが、実施しなければ大半の市民の日常生活に支障をきたす Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
現在市が実施しているが、実施しなくても市民の日常生活に支障をきたさない

事業の意図する成果
（どのような状態に

したいのか）

多種多様の目的で利用しやすい施設となるよう管理運営を行う。具体的には、市民の文化活動の拠点となった
り、老若男女問わず気軽に出入りできる雰囲気づくりをし、青少年健全育成や高齢者の生きがいを見いだせる施
設となるよう努める。

事業の内容が一部の受益者に偏っている

対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である

C事業開始当初の目的から変化してきている

事 業 の 実 績 事業開始当初の目的は、ほぼ達成されている

細　事　業　名 事　業　の　説　明 優先度 厳しい財政状況であるが、実施する必要がある

市民会館運営事業 日生地域公民館・図書館・ホールの複合施設を一括管理 ◎ 市 民 ニ ー ズ 市民・団体等から要望・要請が強い

効
率
性
の
評
価

コ ス ト

手 段

単位当たりコストは前年度と比較して改善している 効率性評価

実施方法（派遣・委託含）を見直すことでコストを下げる余地がある Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

受益者負担率は適正である

目

的

を

達

成

す

る

た

め

実

施

し

た

事

業

事務の電子化や事務改善によりコストを下げる余地がある

コスト削減の努力はしているが、下がる余地は小さい

受益者負担率を見直す余地がある

Cサービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない

現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

最適な手段を求めて職場内で改善・研修に努めている

有
効
性
の
評
価

目 的 達 成 度

市 民 参 画 度

成果指標の設定は適切である

成果指標達成率は80％未満となっている

有効性評価

成果指標の到達目標値は達成できそうである Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
成果指標達成率は前年度と比較して向上している

現在の事業を継続しても成果指標の向上は期待できない

法定事務 ・ 内部管理事務　であり成果は求めにくい

C事業について積極的にHPや広報等で情報提供している

事業にはNPO、ボランティア団体等が参画している

進行年度（H29年度）の改革改善内容

状　況
拡充 現状継続 見直し 縮小 整理統合 休止 廃止・完了

○

説　明

本施設は、日生地域の文化活動やイベントそれに各種講座の様々な事業に使用されていて、地域の活
性化に寄与している。このため引き続き効率的に維持管理を行うとともに老朽化した施設を計画的修
繕改修を行い利便性を高めていく。平成29年度は昇降機（エレベーター）の改修工事を行う。

事　業　費　等 単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績

決
　
算
　
額

事
業
費

直 接 事 業 費

千円

29,522 36,412

財
源 市 債

15,882 総　合　評　価

必  要  人  員 人    件    費 0.86人 7,676 0.60人 4,824 1.34人 11,755

築35年以上経過し老朽化による不具合箇所が発生するなど大規模改修の必要が生じ平成24年度から
平成27年度にかけて外壁工事を行った。平成28年度はトイレの洋式化の工事に着手し利便性向上が
図られた。

総合評価

C
事 業 費 計 37,198 41,236 27,637

国 県 支 出 金

千円

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
受 益 者 負 担 970 611 640

繰 入 金

その他（ ） 1,238 1,361 1,360

一 般 財 源 34,990 39,264 25,637 平成30年度の方向性 ・ 取組目標

受 益 者 負 担 比 率 ％ 2.6% 1.5% 2.3%
方　向　性

拡充 現状継続 見直し 縮小 整理統合 休止 廃止・完了

結　果　指　標　名 単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績 ○

結
果
指
標

年間利用者 説明 市民会館年間利用者数

取 組 目 標

将来的には類似施設の統廃合の可能性があるが地域の必要な施設であることから当面は現状維持と
し、平成29年度は昇降機（エレベーター）の改修を行い施設の延命化を図る。平成30年以降は空調機
器の改修が必要となる。

結 果 指 標 量 18,375 19,371 17,160

対 前 年 比 ％ - 105.4% 88.6%

活 動 コ ス ト
円

37,198,000 41,236,000 27,637,000

単 位 当 た り コ ス ト 2,024 2,129 1,611

事業の意図
する成果とつ
ながる成果指
標を設定

事業費や受
益者負担比
率、単位当た
りコストに留
意しながら効
率性を評価

事
業
の
目
的
や
そ
の
数
値
目
標

で
あ
る
成
果
指
標
に
留
意
し
な

Plan

Do

Check

Action

事業の目的、
対象、内容を
考えながら妥
当性を評価
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□
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活 動 コ ス ト
円

17,716,000 18,511,000 13,388,000

単 位 当 た り コ ス ト 105,452 145,756 123,963

168 127 108

対 前 年 比 ％ － 75.6% 85.0%

結
果
指
標

主催講座参加者数 説明 中央公民館講座の参加者数

取 組 目 標
文化活動を推進するため、新規講座を開拓、開設する。また、備前・日生・吉永各文化協会の自立を
進めていく。

結 果 指 標 量

休止 廃止・完了

結　果　指　標　名 単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績 ○
方　向　性

拡充 現状継続 見直し 縮小 整理統合

一 般 財 源 17,587 18,491 13,332 平成30年度の方向性 ・ 取組目標

受 益 者 負 担 比 率 ％ 0.7% 0.1% 0.4%

その他（ ）

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
受 益 者 負 担 129 20 56

繰 入 金

備前市文化事業鑑賞会の開催（中央のピアノ講演１件のみ）は昨年より開催件数も減り、人数も減
少しており、定期講座の受講生自体も高齢化しており、子どもを中心とした講座に切り替える必要
がある。

総合評価

C
事 業 費 計 17,716 18,511 13,388

国 県 支 出 金

千円

2,322 総　合　評　価

必  要  人  員 人    件    費 1.85人 15,619 1.95人 15,756 1.53人 11,066

決
　
算
　
額

事
業
費

直 接 事 業 費

千円

2,097 2,755

財
源 市 債

事　業　費　等 単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績

説　明
市の広報、ＨＰ等を活用して講座の参加人数を増やすと共に、市民の方からの要望にも応えるよう情
報を蓄え、魅力ある講座開設を目指す。

○

現状継続 見直し 縮小 整理統合 休止 廃止・完了

進行年度（H29年度）の改革改善内容

状　況
拡充

C事業について積極的にHPや広報等で情報提供している

事業にはNPO、ボランティア団体等が参画している

現在の事業を継続しても成果指標の向上は期待できない

法定事務 ・ 内部管理事務　であり成果は求めにくい

有効性評価

そば作り講座（開催回数：1回、参加人数：15名） 成果指標の到達目標値は達成できそうである Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
計（開催回数：8回、参加人数：108名） 成果指標達成率は前年度と比較して向上している

イタリア料理教室（開催回数：1回　参加人数：16名）

有
効
性
の
評
価

目 的 達 成 度

市 民 参 画 度

成果指標の設定は適切である

成果指標達成率は80％未満となっている

トルコ料理教室（開催回数：1回　参加人数：25名） 現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

超初級英会話教室（開催回数：4回　参加人数（延べ）：44名） 最適な手段を求めて職場内で改善・研修に努めている

文化祭 備前市美術展覧会及び各種展覧会、発表会を開催 ◎ 受益者負担率を見直す余地がある

C市民講座参加人数 重ね煮料理教室（開催回数：1回　参加人数：8名） サービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない

目

的

を

達

成

す

る

た

め

実

施

し

た

事

業

県文化連盟会費 県内の様々な分野の文化団体、文化協会の運営に携わる公益法人、地方自治体等からなる社団法人の会費 ▲ 事務の電子化や事務改善によりコストを下げる余地がある

中央公民館運営審議会事業 館長の諮問に応じ各種事業の企画実施について、調査審議する。 ○ コスト削減の努力はしているが、下がる余地は小さい

市民講座

単位当たりコストは前年度と比較して改善している 効率性評価

県公民館等振興会市町村負担金 公民館活動の発展と振興を目的に職員の研修、情報交換等の事業を行うための団体の負担金 ▲ 実施方法（派遣・委託含）を見直すことでコストを下げる余地がある Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

重ね煮料理教室、トルコ料理教室、超初級英会話教室、イタリア料理教室、そば打ち体験講座を開
催

◎ 受益者負担率は適正である

中央公民館管理運営事業 文化事業の開催、各種団体等の連絡調整 ◎ 市 民 ニ ー ズ 市民・団体等から要望・要請が強い

文化協会活動補助金 備前・日生・吉永地域の文化協会に対する補助金 ○

効
率
性
の
評
価

コ ス ト

手 段

事 業 の 実 績 事業開始当初の目的は、ほぼ達成されている

細　事　業　名 事　業　の　説　明 優先度 厳しい財政状況であるが、実施する必要がある

地域文化及び市民の知識・文化・親睦の向上のため。

事業の内容が一部の受益者に偏っている

対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である

C事業開始当初の目的から変化してきている

目　　　的
（何のために）

学習・交流の場と機会の提供

妥
当
性
の
評
価

市 の 関 与 の

妥 当 性

必 要 性

市が実施するよう法令で義務づけられている 妥当性評価

法令で義務づけられてないが、実施しなければ大半の市民の日常生活に支障をきたす Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
現在市が実施しているが、実施しなくても市民の日常生活に支障をきたさない

事業の意図する成果
（どのような状態に

したいのか）

時間

中央公民館の定期講座の参加者が増加すれば、学習・交流の場所と機会の両面を提供でき充実できる。

事 業 の 目 的

対　　　象
（誰・何に対して）

公民館活動の認定団体、定期講座の参加者、文化協会、地域活動を行っている人。
事務事業の評価

54.00% 200

事務事業名 03 中央公民館運営事業
電　話 ６４－１１３３ 成 果 指 標 設 定 の 考 え 方 ・ 式 や 説 明

このシート作成に要した時間 2.0

到達目標値

小項目 施　　策 07 公民館・図書館機能の充実 職・氏名 主査　槙野　康子 達成率（B/A） 84.00% 63.50%

担当課（室） 生涯学習課（中央公民館） 実績値（B） 168 127 108

目標値（A） 200 200 200 200

中項目 基本計画 02 自分を磨ける・自分を変えられるまち 問
合
先

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度目標値
総

合

計

画

大項目 基本構想 02 自己実現政策「生涯学習、歴史、文化」

定期講座参加人数

備　　前　　市　　事　　務　　事　　業　　評　　価　　シ　　ー　　ト

（平成28年度事業）
事 業 の 概 要 事 業 の 成 果

事 業 開 始 年 度 昭和５６年～
根拠法令・例規等

備前市公民館設置条例
社会教育法２０条

成　果　指　標　名 年　度

事業の意図
する成果とつ
ながる成果指
標を設定

事業費や受
益者負担比
率、単位当た
りコストに留
意しながら効
率性を評価

事
業
の
目
的
や
そ
の
数
値
目
標

で
あ
る
成
果
指
標
に
留
意
し
な

Plan

Do

Check

Action

事業の目的、
対象、内容を
考えながら妥
当性を評価
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備　　前　　市　　事　　務　　事　　業　　評　　価　　シ　　ー　　ト

（平成28年度事業）
事 業 の 概 要 事 業 の 成 果

事 業 開 始 年 度 昭和57年度～
根拠法令・例規等 備前市立公民館設置条例

成　果　指　標　名 年　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度目標値
総

合

計

画

大項目 基本構想 02 自己実現政策「生涯学習、歴史、文化」

市民講座等参加者人数

目標値（A） 400 400 400 400

中項目 基本計画 02 自分を磨ける・自分を変えられるまち 問
合
先

担当課（室） 生涯学習課 実績値（B） 232 222 173 到達目標値

小項目 施　　策 07 公民館・図書館機能の充実 職・氏名 館長　山口晋作 達成率（B/A） 58.00% 55.50% 43.25% 400

事務事業名 04 日生地域公民館運営事業
電　話 ０８６９－７２－１００６ 成 果 指 標 設 定 の 考 え 方 ・ 式 や 説 明

このシート作成に要した時間 2.0 時間

利用人数が増えることにより、市民が積極的に文化活動・グループ活動を行い交流を図っている。

事 業 の 目 的

対　　　象
（誰・何に対して）

市内在住者、市内事業所に勤務している人及び公民館を利用している人
事務事業の評価

目　　　的
（何のために）

地域住民の生涯学習の中核として、様々学習の機会や活動の場を提供するとともに、自発的な活動を奨励し、地
域社会の形成や文化の振興を図ること。

妥
当
性
の
評
価

市 の 関 与 の

妥 当 性

必 要 性

市が実施するよう法令で義務づけられている 妥当性評価

法令で義務づけられてないが、実施しなければ大半の市民の日常生活に支障をきたす Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
現在市が実施しているが、実施しなくても市民の日常生活に支障をきたさない

事業の意図する成果
（どのような状態に

したいのか）

公民館の文化講座を通じて日生地域を中心とする地域住民の親睦が深まり、各種グループ活動を通じて得たもの
が地域社会に浸透し、地域文化の発展及びまちづくりにつながっていくこと。

事業の内容が一部の受益者に偏っている

対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である

C事業開始当初の目的から変化してきている

事 業 の 実 績 事業開始当初の目的は、ほぼ達成されている

細　事　業　名 事　業　の　説　明 優先度 厳しい財政状況であるが、実施する必要がある

地域公民館運営事業 日生地域公民館 ▲ 市 民 ニ ー ズ 市民・団体等から要望・要請が強い

市民講座 備前市内の住民を対象の講座等を企画・開催 ◎

効
率
性
の
評
価

コ ス ト

手 段

単位当たりコストは前年度と比較して改善している 効率性評価

文化祭 日生文化祭の企画・開催 ○ 実施方法（派遣・委託含）を見直すことでコストを下げる余地がある Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

パスタ作り講座（開催回数：1回、参加人数：14人） 受益者負担率は適正である

目

的

を

達

成

す

る

た

め

実

施

し

た

事

業

事務の電子化や事務改善によりコストを下げる余地がある

市民講座参加人数 底引き漁体験（開催回数：1回、参加人数：21人） コスト削減の努力はしているが、下がる余地は小さい

肉まん作り講座（開催回数：1回、参加人数：20人） 受益者負担率を見直す余地がある

Cそば打ち講座（開催回数：1回、参加人数：13人） サービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない

星空観望会（開催回数：4回、参加人数：述べ50人） 現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

英会話教室（開催回数：11回、参加人数：述べ37人） 最適な手段を求めて職場内で改善・研修に努めている

こども陶芸教室（開催回数：1回、参加人数：18人）

有
効
性
の
評
価

目 的 達 成 度

市 民 参 画 度

成果指標の設定は適切である

成果指標達成率は80％未満となっている

有効性評価

計（開催回数：20回、参加人数：173人） 成果指標の到達目標値は達成できそうである Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
成果指標達成率は前年度と比較して向上している

現在の事業を継続しても成果指標の向上は期待できない

法定事務 ・ 内部管理事務　であり成果は求めにくい

C事業について積極的にHPや広報等で情報提供している

事業にはNPO、ボランティア団体等が参画している

進行年度（H29年度）の改革改善内容

状　況
拡充 現状継続 見直し 縮小 整理統合 休止 廃止・完了

○

説　明
講座参加者によるアンケートを参考に地域の実情と学習ニーズを把握した公民館講座を開設する。募
集定員の充足率の向上を図る。

事　業　費　等 単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績

決
　
算
　
額

事
業
費

直 接 事 業 費

千円

1,677 1,349

財
源 市 債

1,791 総　合　評　価

必  要  人  員 人    件    費 0.83人 7,326 1.38人 11,291 1.19人 9,346

地域の文化振興に必要な事業ではあるが、少子高齢化、人口減少の影響や、公民館活動への参加者
の固定化が進んでいるため、現在の活動を維持しつつも、地域住民のニーズをとらえ、幅広い年齢
層をターゲットにした公民館講座を開設する。また、日生文化協会が平成28年度をもって解散とな
り文化祭の運営方法を検討する。

総合評価

C
事 業 費 計 9,003 12,640 11,137

国 県 支 出 金

千円

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
受 益 者 負 担 75 97 86

繰 入 金

その他（ ）

一 般 財 源 8,928 12,543 11,051 平成30年度の方向性 ・ 取組目標

受 益 者 負 担 比 率 ％ 0.8% 0.8% 0.8%
方　向　性

拡充 現状継続 見直し 縮小 整理統合 休止 廃止・完了

結　果　指　標　名 単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績 ○

結
果
指
標

講座等延べ参加数 説明 日生地域公民館の講座等参加人数（延べ人数）

取 組 目 標
誰もがいつでも学べる生涯学習施設として、若年層にも魅力のある講座や文化祭等を企画開催し地域
の活性化に繋がる公民館を運営していく。

結 果 指 標 量 232 222 173

対 前 年 比 ％ － 95.7% 77.9%

活 動 コ ス ト
円

9,003,000 12,640,000 11,137,000

単 位 当 た り コ ス ト 38,806 56,937 64,376

事業の意図
する成果とつ
ながる成果指
標を設定

事業費や受
益者負担比
率、単位当た
りコストに留
意しながら効
率性を評価

事
業
の
目
的
や
そ
の
数
値
目
標

で
あ
る
成
果
指
標
に
留
意
し
な

Plan

Do

Check

Action

事業の目的、
対象、内容を
考えながら妥
当性を評価



該当する項目を□から■へ ＜ ■ ←「コピー」して「貼り付け」してください ＞
■
□

□
□

□
■

□
□

■
■
□

□
□

■
□

■
□

□
□
■
□
□

□
□

□
■
□

23,470,000

単 位 当 た り コ ス ト 1,730 1,319 1,609

12,450

％ － 95.3%

活 動 コ ス ト
円

22,585,000 16,419,000

結
果
指
標

利用者数 説明 吉永地域公民館総利用者数

取 組 目 標

だんだんと参加者が減少傾向にある「あすなろ学級」「むつみ学級」について考えて行く必要がある
と思う。
コスト削減を意識しながら、中央・日生・各地区公民館と連携し、魅力ある事業・講座を開催してい
き、地域づくりの拠点となるよう検討・運営をしていく。新規講座や事業なども考え、地域の方々が
集いやすい場所となるよう心がけていく。

結 果 指 標 量 人 13,058

休止 廃止・完了

単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績 ○

現状継続 見直し 縮小 整理統合

平成30年度の方向性 ・ 取組目標

受 益 者 負 担 比 率 ％ 1.5% 1.6% 1.0%
方　向　性

拡充

総合評価

479 507

一 般 財 源 21,759 15,655 22,744

千円

受 益 者 負 担 347 257 244

繰 入 金
C

22,585 16,419 23,470
Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

公民館を快適に利用していただくため、トイレの洋式化を行った。また消防点検時に指摘のあった非常用放送設備取替工事
を行った。次年度へ繰越工事となったが空調給油設備改修工事も行った。
荒れていた中庭の手入れも着手し、過ごしやすくなっている。
１０月の終わりに開催した文化祭は好評だったと思うが、土日のホールでの発表時に来場者の数に差があるのが今後の課題
である。
ホールの客席数もお手ごろのせいか、徐々に吉永のホールを使用して下さる団体も増えつつあるように思う。
１１月に「絵手紙講座」を開催したが、新規のグループ活動として登録をしていただき、２９年度より毎月活動を行うこと
になった。

14,177 総　合　評　価

必  要  人  員 人    件    費 2.01人 14,058 1.39人 8,144 1.19人 9,293

決
　
算
　
額

事
業
費

直 接 事 業 費

千円

8,527 8,275

財
源 市 債

単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績

説　明

28年度手入れした中庭で岡山フィルハーモニック管弦楽団が6月4日に中庭コンサートを開催予定。気候の良い時期に市民の方々
へ生の演奏をお届けし、癒されてもらいたい。今後も中庭で何かしら行事が出来れば良いと思う。
年数がたち、修繕箇所が増えてきている。引き続き維持管理をしながら運営をし、現在の活動を維持しながら中央・日生・各地
区公民館と連携し、地域の人々（幼児～高齢者まで）が参加できる魅力ある事業・講座を開催していく。広報の仕方も考えて行
きたい。

○

現状継続 見直し 縮小 整理統合 休止 廃止・完了

進行年度（H29年度）の改革改善内容

状　況
拡充

C事業について積極的にHPや広報等で情報提供している

事業にはNPO、ボランティア団体等が参画している

現在の事業を継続しても成果指標の向上は期待できない

法定事務 ・ 内部管理事務　であり成果は求めにくい

有効性評価

成果指標の到達目標値は達成できそうである Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
成果指標達成率は前年度と比較して向上している

有
効
性
の
評
価

目 的 達 成 度

市 民 参 画 度

成果指標の設定は適切である

成果指標達成率は80％未満となっている

現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

計（開催回数：17回、参加人数：450人） 最適な手段を求めて職場内で改善・研修に努めている

親子料理教室（開催回数：1回、参加人数：10人） 受益者負担率を見直す余地がある

C絵手紙教室（開催回数：1回、参加人数：15人） サービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない

和菓子づくり教室（開催回数：1回、参加人数：18人）

目

的

を

達

成

す

る

た

め

実

施

し

た

事

業

事務の電子化や事務改善によりコストを下げる余地がある

市民講座参加人数 あすなろ講座（開催回数：8回、参加人数：269人） コスト削減の努力はしているが、下がる余地は小さい

効率性評価

文化祭 吉永文化祭の企画・運営 ▲ 実施方法（派遣・委託含）を見直すことでコストを下げる余地がある Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

むつみ学級（開催回数：6回、参加人数：138人） 受益者負担率は適正である

○ 市 民 ニ ー ズ 市民・団体等から要望・要請が強い

市民講座 市民講座・文化活動の地域拠点として、講座を企画・運営　市民に学習の機会を提供する。 ○

効
率
性
の
評
価

コ ス ト

手 段

単位当たりコストは前年度と比較して改善している

C事業開始当初の目的から変化してきている

事 業 の 実 績 事業開始当初の目的は、ほぼ達成されている

細　事　業　名 事　業　の　説　明 優先度 厳しい財政状況であるが、実施する必要がある

市が実施するよう法令で義務づけられている 妥当性評価

法令で義務づけられてないが、実施しなければ大半の市民の日常生活に支障をきたす Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
現在市が実施しているが、実施しなくても市民の日常生活に支障をきたさない

事業の意図する成果
（どのような状態に

したいのか）
生涯学習・文化活動の拠点とし、場所の提供を行うため、施設の保守維持管理及び講座生の増加・指導者の育成

事業の内容が一部の受益者に偏っている

対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である

事 業 の 目 的

対　　　象
（誰・何に対して）

市内在住者、市内事業所に勤務している人及び公民館を利用している人
事務事業の評価

目　　　的
（何のために）

生涯学習・文化活動の拠点とし、市民のニーズに対応するための学習の機会と場所の提供を行うため、施設の保
守維持管理を行うとともに、幅広い世代を対象とした講座等を開催し、住民の教養及び情操教育の向上に努め、
その知識を活用した新たな自主活動グループを開設する指導者の育成を目指す。

妥
当
性
の
評
価

市 の 関 与 の

妥 当 性

必 要 性

吉永地域公民館管理運営事業 施設の運営・維持管理・貸館業務

事務事業名 05 吉永地域公民館管理運営事業
電　話 ８４－３８３９ 成 果 指 標 設 定 の 考 え 方 ・ 式 や 説 明

このシート作成に要した時間 2.5 時間

利用人数が増えることにより、市民が積極的に文化活動・グループ活動を行い交流を図っていると考えられる。

14,583 到達目標値吉永地域公民館年間利用者数

目標値（A） 15,000 15,000

達成率（B/A） 87.05% 83.00% 97.22%

担当課（室）

小項目 施　　策 07 公民館・図書館機能の充実

生涯学習課

職・氏名 主査・中原静枝

15,000

15,000

年　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度目標値

実績値（B） 13,058 12,450

その他（財産収入・諸収入）

国 県 支 出 金

事 業 費 計

事　業　費　等

15,000

中項目 基本計画 02 自分を磨ける・自分を変えられるまち

昭和６２年～
根拠法令・例規等

社会教育法第２０条
備前市立公民館設置条例

成　果　指　標　名
総

合

計

画

大項目 基本構想 02 自己実現政策「生涯学習、歴史、文化」

問
合
先

117.1%対 前 年 比

14,583

結　果　指　標　名

482

備　　前　　市　　事　　務　　事　　業　　評　　価　　シ　　ー　　ト

（平成28年度事業）
事 業 の 概 要 事 業 の 成 果

事 業 開 始 年 度

事業の意図
する成果とつ
ながる成果指
標を設定

事業費や受
益者負担比
率、単位当た
りコストに留
意しながら効
率性を評価

事
業
の
目
的
や
そ
の
数
値
目
標

で
あ
る
成
果
指
標
に
留
意
し
な

Plan

Do

Check

Action

事業の目的、
対象、内容を
考えながら妥
当性を評価

事業の意図
する成果とつ
ながる成果指
標を設定

事業費や受
益者負担比
率、単位当た
りコストに留
意しながら効
率性を評価

事
業
の
目
的
や
そ
の
数
値
目
標

で
あ
る
成
果
指
標
に
留
意
し
な

Plan

Do

Check

Action

事業の目的、
対象、内容を
考えながら妥
当性を評価

事業の意図
する成果とつ
ながる成果指
標を設定

事業費や受
益者負担比
率、単位当た
りコストに留
意しながら効
率性を評価

事
業
の
目
的
や
そ
の
数
値
目
標

で
あ
る
成
果
指
標
に
留
意
し
な

Plan

Do

Check

Action

事業の目的、
対象、内容を
考えながら妥
当性を評価



該当する項目を□から■へ ＜ ■ ←「コピー」して「貼り付け」してください ＞
□
□

□
□

□
■

□
□

■
■
□

□
□

■
□

■
□

□
□
□
■
□

□
□

□
□
□

事業の内容が一部の受益者に偏っている

有効性評価

効率性評価

補助件数 13

市が実施するよう法令で義務づけられている

106.67%

実績値（B）

成 果 指 標 設 定 の 考 え 方 ・ 式 や 説 明

到達目標値

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

（平成28年度事業）

妥当性評価

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

法令で義務づけられてないが、実施しなければ大半の市民の日常生活に支障をきたす

B

対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

成　果　指　標　名

実績値（B）/ 目標値（A）＝
100％100.00%

目標値（A）

92.86%

15

14

達成率（B/A）

B

BＥ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

総合評価

B
法定事務 ・ 内部管理事務　であり成果は求めにくい

縮小 休止

事業について積極的にHPや広報等で情報提供している

整理統合

取 組 目 標
次年度分予算は、８月下旬から１０月末までに各自治公民館の要望調査を行い計上するが、調査漏れ
のないように、各地区公民館とも連携して進める必要がある。

説　明
H29.5末現在、当初要望12件（備前9、吉永3）のうち、申請8件（備前7、吉永1）辞退1件、新規1件。
次年度分は、10月までに各自治公民館の要望調査を行い予算計上

総　合　評　価

○

縮小

現在の事業を継続しても成果指標の向上は期待できない

単位当たりコストは前年度と比較して改善している

市民・団体等から要望・要請が強い

実施方法（派遣・委託含）を見直すことでコストを下げる余地がある

現在市が実施しているが、実施しなくても市民の日常生活に支障をきたさない

現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である

事務の電子化や事務改善によりコストを下げる余地がある

事業開始当初の目的は、ほぼ達成されている

厳しい財政状況であるが、実施する必要がある

最適な手段を求めて職場内で改善・研修に努めている

備前・吉永地域の自治公民館、集会所等

自治公民館・集会所等の新築、維持管理費の負担を軽減させるため。

方　向　性
見直し

事務事業の評価

16

事業にはNPO、ボランティア団体等が参画している

見直し

事業開始当初の目的から変化してきている

地区社会教育活動の拠点施設としての充実、発展の一助となる。

総

合

計

画

大項目 基本構想

中項目 基本計画

自己実現政策「生涯学習、歴史、文化」

自分を磨ける・自分を変えられるまち

目　　　的
（何のために）

事業の意図する成果
（どのような状態に

したいのか）

公民館・図書館機能の充実07

市 の 関 与 の

妥 当 性

必 要 性

妥
当
性
の
評
価

自治公民館の新築費、維持管理費の一部を補助金として交付

優先度

事 業 の 実 績

事務事業名

目

的

を

達

成

す

る

た

め

実

施

し

た

事

業

成果指標の到達目標値は達成できそうである

成果指標達成率は前年度と比較して向上している

成果指標達成率は80％未満となっている

　Ｈ28　14件　3,306千円

成果指標の設定は適切である

受益者負担率は適正である
コ ス ト

手 段

サービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない

現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

　Ｈ26　13件　4,181千円

◎

効
率
性
の
評
価

コスト削減の努力はしているが、下がる余地は小さい

受益者負担率を見直す余地がある

市 民 ニ ー ズ

自治公民館等整備事業 　Ｈ25　15件　8,506千円

　Ｈ24　16件　4,022千円

　Ｈ27　16件　5,433千円

％

－

－

平成28年度実績

7,685 3,776

進行年度（H29年度）の改革改善内容

有
効
性
の
評
価

目 的 達 成 度

市 民 参 画 度

拡充

国 県 支 出 金

401,538

結 果 指 標 量

0.57人 2,252

現状継続

平成28年度実績

14

－

説明

繰 入 金

必  要  人  員

事
業
費

事　業　費　等

結
果
指
標

5,220

活 動 コ ス ト

結　果　指　標　名

決
　
算
　
額

昭和59年度～

円

実施件数

平成27年度実績

401,538 236,143

3,776

87.5%

7,685,000 3,306,000

備　　前　　市　　事　　務　　事　　業　　評　　価　　シ　　ー　　ト

小項目 施　　策

事 業 の 概 要

02

02

事 業 の 成 果

事 業 開 始 年 度 年　度

12

平成27年度平成26年度

14

平成28年度 平成29年度目標値

14
根拠法令・例規等

単位

単 位 当 た り コ ス ト

補助件数

受 益 者 負 担

市 債

対 前 年 比

受 益 者 負 担 比 率

一 般 財 源

事 業 費 計

5,220,000

平成26年度実績

4701,027

13

％

千円

単位 平成26年度実績

0.07人

3,3065,433

人    件    費

直 接 事 業 費

自治公民館等整備事業
６４－１１３３電　話

06
1.0

　Ｈ23　18件　8,526千円

細　事　業　名 事　業　の　説　明

事 業 の 目 的

対　　　象
（誰・何に対して）

このシート作成に要した時間 時間

123.1%

16

7,685

－ 整理統合 休止 廃止・完了現状継続拡充

平成30年度の方向性 ・ 取組目標

平成２８年度１４件中６件が、トイレ改修、玄関等改修などの、利用者高齢化による改修であった。
また、エアコン設置、取替が５件あり、暑さ対策に対する要望が増えている事が分かる。
今後、介護関係の事業を各自治公民館を利用して、各自治会が推進していく動きもあるので、さらに高齢が使用しやすいよ
うに、トイレ改修、玄関周辺段差解消、玄関前舗装等の改修等の要望が増加することが予測される。

財
源

その他（ ）

5,220

4,193

千円 0.11人

平成27年度実績

○

廃止・完了
状　況

備前市自治公民館・集会所等施設整
備事業補助金交付要綱

問
合
先

生涯学習課（中央公民館）

職・氏名 主査　丹羽　弘子

担当課（室）

事業の意図
する成果とつ
ながる成果指
標を設定

事業費や受
益者負担比
率、単位当た
りコストに留
意しながら効
率性を評価

事
業
の
目
的
や
そ
の
数
値
目
標

で
あ
る
成
果
指
標
に
留
意
し
な

Plan

Do

Check

Action

事業の目的、
対象、内容を
考えながら妥
当性を評価



該当する項目を□から■へ ＜ ■ ←「コピー」して「貼り付け」してください ＞
■
□

□
■

□
■

□
□

■
■
□

□
□

■
■

□
□

□
■
□
□
□

□
□

□
■
□

活 動 コ ス ト
円

50,084,000 54,356,000 55,886,000

単 位 当 た り コ ス ト 631 706 694

79,357 76,953 80,479

対 前 年 比 ％ － 97.0% 104.6%

結
果
指
標

説明 地区公民館（１３館）を利用した人数

取 組 目 標
文化活動をさらに推進するため、新規講座の開拓を目指し、備前・日生・吉永の文化協会の自立も進
める。

結 果 指 標 量

休止 廃止・完了

結　果　指　標　名 単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績 ○
方　向　性

拡充 現状継続 見直し 縮小 整理統合

一 般 財 源 48,674 52,606 54,356 平成30年度の方向性 ・ 取組目標

受 益 者 負 担 比 率 ％ 2.3% 2.0% 2.2%

その他（ ） 251 670 323

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
受 益 者 負 担 1,159 1,080 1,207

繰 入 金

公民館の利用は、主に文化芸術が中心となるが、今後利用を増やすためにどんな講座をしたいかア
ンケート等を実施し、今後さらに利用が増えるよう工夫し、利用者の拡大を目指す。

総合評価

B
事 業 費 計 50,084 54,356 55,886

国 県 支 出 金

千円

50,598 総　合　評　価

必  要  人  員 人    件    費 0.59人 5,256 1.90人 10,082 0.69人 5,288

決
　
算
　
額

事
業
費

直 接 事 業 費

千円

44,828 44,274

財
源 市 債

事　業　費　等 単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績

説　明
公民館活動の利用者は、現状を維持し、増加する工夫が必要である。また、市民窓口課業務等の一旦
を担うため、今年も準備が必要になってくる。

○

現状継続 見直し 縮小 整理統合 休止 廃止・完了

進行年度（H29年度）の改革改善内容

和意谷公民館 利用人数：１９７人
状　況

拡充

三国公民館 利用人数：１，０９３人

神根公民館 利用人数：６，９３１人

C日生東公民館 利用人数：８，４６９人 事業について積極的にHPや広報等で情報提供している

日生南公民館 利用人数：１９３人 事業にはNPO、ボランティア団体等が参画している

三石公民館 利用人数：４，２２２人 現在の事業を継続しても成果指標の向上は期待できない

日生西公民館 利用人数：１，５８１人 法定事務 ・ 内部管理事務　であり成果は求めにくい

有効性評価

片上公民館 利用人数：５，３１８人 成果指標の到達目標値は達成できそうである Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
伊里公民館 利用人数：１２，１４５人 成果指標達成率は前年度と比較して向上している

伊部公民館 利用人数：１２，２４２人

有
効
性
の
評
価

目 的 達 成 度

市 民 参 画 度

成果指標の設定は適切である

東鶴山公民館 利用人数：９，２８２人 成果指標達成率は80％未満となっている

利用人数：７，０９１人 現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

香登公民館 利用人数：１１，７１５人 最適な手段を求めて職場内で改善・研修に努めている

受益者負担率を見直す余地がある

Bサービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない

西鶴山公民館

目

的

を

達

成

す

る

た

め

実

施

し

た

事

業

地区体育祭運営事業 地区住民の健康の増進を図ることを目的とした事業。 ○ 事務の電子化や事務改善によりコストを下げる余地がある

地区社会体育事業 スポーツ活動を通じて、地域コミュニティの育成を目的とした事業。 ○ コスト削減の努力はしているが、下がる余地は小さい

単位当たりコストは前年度と比較して改善している 効率性評価

地区文化祭運営事業 地区住民の文化向上に資することを目的とした事業。 ○ 実施方法（派遣・委託含）を見直すことでコストを下げる余地がある Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

受益者負担率は適正である

地区公民館管理運営事業 施設整備を行うことにより、利用者に最適な生涯学習の場を提供する。 ◎ 市 民 ニ ー ズ 市民・団体等から要望・要請が強い

地区公民館運営審議会事業 運営審議会は、館長の諮問に応じ、各種事業の企画実施について調査審議する。 ○

効
率
性
の
評
価

コ ス ト

手 段

事 業 の 実 績 事業開始当初の目的は、ほぼ達成されている

細　事　業　名 事　業　の　説　明 優先度 厳しい財政状況であるが、実施する必要がある

住民の教養の向上、健康の増進、生活文化の振興、社会福祉の増進を目的とする。

事業の内容が一部の受益者に偏っている

対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である

C事業開始当初の目的から変化してきている

目　　　的
（何のために）

地区住民のニーズを取り入れた特色のある講座、教室等を企画して学習発表の場を提供する。広報、市ホーム
ページ等を活用して公民館活動を積極的にＰＲする。

妥
当
性
の
評
価

市 の 関 与 の

妥 当 性

必 要 性

市が実施するよう法令で義務づけられている 妥当性評価

法令で義務づけられてないが、実施しなければ大半の市民の日常生活に支障をきたす Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
現在市が実施しているが、実施しなくても市民の日常生活に支障をきたさない

事業の意図する成果
（どのような状態に

したいのか）

時間

地区公民館（１３館）を利用した人数

事 業 の 目 的

対　　　象
（誰・何に対して）

市内１３地区に在住の住民
事務事業の評価

89.42% 90,000

事務事業名 07 地区公民館運営事業
電　話 ６４－１１３３ 成 果 指 標 設 定 の 考 え 方 ・ 式 や 説 明

このシート作成に要した時間 2.0

到達目標値

小項目 施　　策 07 公民館・図書館機能の充実 職・氏名 主査　槙野　康子 達成率（B/A） 88.17% 85.50%

担当課（室） 生涯学習課（中央公民館） 実績値（B） 79,357 76,953 80,479

目標値（A） 90,000 90,000 90,000 90,000

中項目 基本計画 02 自分を磨ける・自分を変えられるまち 問
合
先

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度目標値
総

合

計

画

大項目 基本構想 02 自己実現政策「生涯学習、歴史、文化」

年間利用者数

備　　前　　市　　事　　務　　事　　業　　評　　価　　シ　　ー　　ト

（平成28年度事業）
事 業 の 概 要 事 業 の 成 果

事 業 開 始 年 度 昭和49年度～
根拠法令・例規等

社会教育法
備前市立公民館設置条例

成　果　指　標　名 年　度

事業の意図
する成果とつ
ながる成果指
標を設定

事業費や受
益者負担比
率、単位当た
りコストに留
意しながら効
率性を評価

事
業
の
目
的
や
そ
の
数
値
目
標

で
あ
る
成
果
指
標
に
留
意
し
な

Plan

Do

Check

Action

事業の目的、
対象、内容を
考えながら妥
当性を評価



該当する項目を□から■へ ＜ ■ ←「コピー」して「貼り付け」してください ＞
■
□

□
□

□
■

□
□

■
□
□

□
□

■
□

□
□

□
■
■
□
□

□
□

□
□
□

○

活 動 コ ス ト
円

23,440,000 25,469,000 29,865,000

単 位 当 た り コ ス ト 254 286 331

結 果 指 標 量 92,378 89,118 90,106

対 前 年 比 ％ － 96.5% 101.1%

結
果
指
標

年間貸出実績 説明 図書館（本館・分館）の年間貸出実績

取 組 目 標

方　向　性
縮小 整理統合 休止 廃止・完了

読書推進活動やレファレンスサービスを充実させ、市民が利用しやすい図書館の環境づくりを目指し
ます。
図書館のＰＲが弱いので、積極的に広報活動を行い、市民への情報提供を充実させます。

平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績結　果　指　標　名 単位

現状継続 見直し

○

決
　
算
　
額

事
業
費

直 接 事 業 費

千円

平成30年度の方向性 ・ 取組目標

受 益 者 負 担 比 率 ％ 0.1% 0.1% 0.0% 拡充

その他（ ） 24

一 般 財 源 23,392 25,469 29,865

受 益 者 負 担 24 28 7

貸出冊数や利用者人数は、平成27年度に比べ増加傾向にあるため、より一層市民が利用しやすいよ
う環境を整えるとともに、様々な情報の収集に努める。また、図書館の広報活動も活発に行ってい
く。

総合評価

C
事 業 費 計 23,440 25,497 29,872

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
繰 入 金

国 県 支 出 金

21,780 総　合　評　価

必  要  人  員 人    件    費 1.20人 9,798 1.58人 11,773 1.74人 8,092

13,642 13,724

財
源

千円
市 債

事　業　費　等 単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績

説　明
図書館の利用人数は僅かではあるが、27年度に比べ増加している。今後も市民が利用しやすいように
環境を整え、市民ニーズにあった図書や専門書などを購入していく。

○

現状継続 見直し 縮小 整理統合 休止 廃止・完了

進行年度（H29年度）の改革改善内容

状　況
拡充

C事業について積極的にHPや広報等で情報提供している

事業にはNPO、ボランティア団体等が参画している

現在の事業を継続しても成果指標の向上は期待できない

法定事務 ・ 内部管理事務　であり成果は求めにくい

有効性評価

成果指標の到達目標値は達成できそうである Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
成果指標達成率は前年度と比較して向上している

有
効
性
の
評
価

目 的 達 成 度

市 民 参 画 度

成果指標の設定は適切である

成果指標達成率は80％未満となっている

サービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない

現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

コスト削減の努力はしているが、下がる余地は小さい

受益者負担率は適正である

県図書館協会負担金
岡山県立図書館をはじめとする公共・大学・学校・専門図書館・公民館を中心に組織された協会
で、図書館事業の発展ならびに会員の資質向上を図り、県民の教養・文化の向上に寄与するため、
図書館に関係のある調査研究や、講演会、講習会等の開催などの事業を行う。

最適な手段を求めて職場内で改善・研修に努めている

◎

受益者負担率を見直す余地がある

効率性評価

実施方法（派遣・委託含）を見直すことでコストを下げる余地がある Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

コ ス ト

手 段

単位当たりコストは前年度と比較して改善している

C

目

的

を

達

成

す

る

た

め

実

施

し

た

事

業

事務の電子化や事務改善によりコストを下げる余地がある

図書館運営事業 市民に最も身近な図書館として地域の人々に読書をはじめとする情報サービスを提供し、人々が知
識や情報を得たり、レクリエーションを楽しめるように助けることを目的とした事業。図書館利用
者に対し、貸出・リクエスト・相互貸借・主催事業（読み聞かせ会や講座等）・レファレンス（各
種問い合わせ）などの館内でのサービス的業務のほか、来館困難な遠方利用者への図書の移動図書
館車巡回サービス、絵本を通しての親子の触れ合いの大切さを説明し、乳児に絵本を手渡すブック
スタート事業など。また、そのための図書、記録、その他必要な資料を収集、整理、保存等の情報
資料整備業務も行う。

市 民 ニ ー ズ 市民・団体等から要望・要請が強い

効
率
性
の
評
価

事 業 の 実 績 事業開始当初の目的は、ほぼ達成されている

細　事　業　名 事　業　の　説　明 優先度 厳しい財政状況であるが、実施する必要がある

市民の全てが、教養、調査研究、レクリエーション等のために図書館を利用し、心豊かに生きがいのある生涯学
習を行ってもらうため。

事業の内容が一部の受益者に偏っている

対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である

C事業開始当初の目的から変化してきている

目　　　的
（何のために）

図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保有して、一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レク
リエーション等に資する。

妥
当
性
の
評
価

市 の 関 与 の

妥 当 性

必 要 性

市が実施するよう法令で義務づけられている 妥当性評価

法令で義務づけられてないが、実施しなければ大半の市民の日常生活に支障をきたす Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
現在市が実施しているが、実施しなくても市民の日常生活に支障をきたさない

事業の意図する成果
（どのような状態に

したいのか）

時間 岡山県公共図書館調査（岡山県図書館協会）平成27年度(実績は26年度分)によると奉仕人口１人あたりの貸出冊数の平均は
5.6冊。
現状現状をふまえて3.5冊を目標とする。
図書１人あたりの貸出冊数＝貸出冊数／人口　35,610人(2017.3.31)事 業 の 目 的

対　　　象
（誰・何に対して）

市内・近隣市町村（赤穂市・上郡町）在住している人または市内に通勤・通学している人
事務事業の評価

71.43% 3.8

事務事業名 08 図書館運営事業
電　話 64-1134 成 果 指 標 設 定 の 考 え 方 ・ 式 や 説 明

このシート作成に要した時間

到達目標値

小項目 施　　策 07 公民館・図書館機能の充実 職・氏名 主査　福本　浩子 達成率（B/A） 71.43% 71.43%

担当課（室） 生涯学習課（中央公民館） 実績値（B） 2.5 2.5 2.5

目標値（A） 3.5 3.5 3.5 3

中項目 基本計画 02 自分を磨ける・自分を変えられるまち 問
合
先

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度目標値
総

合

計

画

大項目 基本構想 02 自己実現政策「生涯学習、歴史、文化」

人口一人当りの貸出冊数

備　　前　　市　　事　　務　　事　　業　　評　　価　　シ　　ー　　ト

（平成28年度事業）
事 業 の 概 要 事 業 の 成 果

事 業 開 始 年 度 昭和62年度～
根拠法令・例規等

図書館法　備前市立図書館設置条例　備
前市立図書館設置条例施行規則

成　果　指　標　名 年　度

事業の意図
する成果とつ
ながる成果指
標を設定

事業費や受
益者負担比
率、単位当た
りコストに留
意しながら効
率性を評価

事
業
の
目
的
や
そ
の
数
値
目
標

で
あ
る
成
果
指
標
に
留
意
し
な

Plan

Do

Check

Action

事業の目的、
対象、内容を
考えながら妥
当性を評価
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活 動 コ ス ト
円

693,000 279,000 173,000

単 位 当 た り コ ス ト 11,177 5,073 2,662

62 55 65

対 前 年 比 ％ － 88.7% 118.2%

結
果
指
標

機材の貸出（延）数 説明 機材の貸出（延）数

取 組 目 標

教材を16ミリフィルム、VHSテープからDVDへ移行していく。
教材内容が時代に即してないもの、耐用年数が過ぎ劣化が著しいもの等は、使用頻度の高いもの、資
料として残すべきものを除き、これを処分する。
経年劣化した機器等については更新等を検討する。

結 果 指 標 量

休止 廃止・完了

結　果　指　標　名 単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績
方　向　性

拡充 現状継続 見直し 縮小 整理統合

○

一 般 財 源 693 279 173 平成30年度の方向性 ・ 取組目標

受 益 者 負 担 比 率 ％ － － －

その他（ ）

Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
受 益 者 負 担

繰 入 金

現在のＡＶ機器の充実、インターネット等の情報取得方法の多様化、機器の劣化等により、教材・
教具の貸出は年々減少している。利用者のニーズに応えるためには機器進歩に対応した機材、時代
背景や内容に即した教材の充実を図る必要性がある。

総合評価

D
事 業 費 計 693 279 173

国 県 支 出 金

千円

33 総　合　評　価

必  要  人  員 人    件    費 0.04人 409 0.02人 148 0.02人 140

決
　
算
　
額

事
業
費

直 接 事 業 費

千円

284 131

財
源 市 債

事　業　費　等 単位 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績

説　明

視聴覚機材・教材等については、DVD教材等を購入する。
ＡＶ機器の進歩で生産中止等で補修できないもの、教材内容が時代に即してないもの、耐用年数が過
ぎ劣化が著しいもの等は、使用頻度の高いも優先し更新する。
16ミリフィルムのデジタル化を検討。

○

現状継続 見直し 縮小 整理統合 休止 廃止・完了

進行年度（H29年度）の改革改善内容

状　況
拡充

D事業について積極的にHPや広報等で情報提供している

事業にはNPO、ボランティア団体等が参画している

現在の事業を継続しても成果指標の向上は期待できない

法定事務 ・ 内部管理事務　であり成果は求めにくい

有効性評価

成果指標の到達目標値は達成できそうである Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
成果指標達成率は前年度と比較して向上している

有
効
性
の
評
価

目 的 達 成 度

市 民 参 画 度

成果指標の設定は適切である

成果指標達成率は80％未満となっている

現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

最適な手段を求めて職場内で改善・研修に努めている

受益者負担率を見直す余地がある

Dサービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない

目

的

を

達

成

す

る

た

め

実

施

し

た

事

業

事務の電子化や事務改善によりコストを下げる余地がある

コスト削減の努力はしているが、下がる余地は小さい

単位当たりコストは前年度と比較して改善している 効率性評価

実施方法（派遣・委託含）を見直すことでコストを下げる余地がある Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い

受益者負担率は適正である

視聴覚ライブラリー運営事業 学校教育及び社会教育に関する視聴覚教材の貸出 ◎ 市 民 ニ ー ズ 市民・団体等から要望・要請が強い

県ＡＶＬ連絡協議会負担金 県内の地域視聴覚ライブラリーが連携を図り、担当者研修会等を行う。 ○

効
率
性
の
評
価

コ ス ト

手 段

事 業 の 実 績 事業開始当初の目的は、ほぼ達成されている

細　事　業　名 事　業　の　説　明 優先度 厳しい財政状況であるが、実施する必要がある

本事業が広く周知され、視聴覚教育振興の活性化に貢献する。

事業の内容が一部の受益者に偏っている

対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である

D事業開始当初の目的から変化してきている

目　　　的
（何のために）

参加者の学習意欲の向上を支援する.

妥
当
性
の
評
価

市 の 関 与 の

妥 当 性

必 要 性

市が実施するよう法令で義務づけられている 妥当性評価

法令で義務づけられてないが、実施しなければ大半の市民の日常生活に支障をきたす Ｅ

低

い

Ｄ

や

や

低

い

Ｃ

普

通

Ｂ

や

や

高

い

Ａ

高

い
現在市が実施しているが、実施しなくても市民の日常生活に支障をきたさない

事業の意図する成果
（どのような状態に

したいのか）

時間

　視聴覚機材の貸出団体(延)数

事 業 の 目 的

対　　　象
（誰・何に対して）

視聴覚教材を使用し視聴覚教育を行う市内の団体
事務事業の評価

65.00% 100

事務事業名 09 視聴覚ライブラリー
電　話 ６４－１１３３ 成 果 指 標 設 定 の 考 え 方 ・ 式 や 説 明

このシート作成に要した時間 1.0

到達目標値

小項目 施　　策 07 公民館・図書館機能の充実 職・氏名 主任　吉野　孝義 達成率（B/A） 62.00% 55.00%

担当課（室） 生涯学習課（中央公民館） 実績値（B） 62 55 65

目標値（A） 100 100 100 80

中項目 基本計画 02 自分を磨ける・自分を変えられるまち 問
合
先

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度目標値
総

合

計

画

大項目 基本構想 02 自己実現政策「生涯学習、歴史、文化」

機材の貸出（延）数

備　　前　　市　　事　　務　　事　　業　　評　　価　　シ　　ー　　ト

（平成28年度事業）
事 業 の 概 要 事 業 の 成 果

事 業 開 始 年 度 　　　昭和46年度～
根拠法令・例規等

備前市立視聴覚ライブラリー設置条
例

成　果　指　標　名 年　度

事業の意図
する成果とつ
ながる成果指
標を設定

事業費や受
益者負担比
率、単位当た
りコストに留
意しながら効
率性を評価

事
業
の
目
的
や
そ
の
数
値
目
標

で
あ
る
成
果
指
標
に
留
意
し
な

Plan

Do

Check

Action

事業の目的、
対象、内容を
考えながら妥
当性を評価


